
Catalyst TM

Mindjet Catalyst は、業界トップを争うビジュアル生産性向上アプリケーション (
マインド マッピング) と、オンライン ワークスペースおよび Web 会議を直感的
な Web インターフェイスで結合した、真のコラボレーション プラットフォームで
す。Mindjet Catalyst を利用すれば、柔軟性、直感性、対話性に優れたインターフェ
イスを通じてチーム内でアイデアや情報を視覚的に伝え合うことで、作業の効率
化、ビジネス プロセスの改善、改革の促進につなげることができます。販売プロセ
スを推進する、会議やプロジェクトを管理する、または単に情報を整理するなど、さ
まざまな目的において、Mindjet Catalyst はチームが本当の意味で共同作業でき
るプラットフォームを提供します。

アイデアを明確化し、行動につなげるツールの登場です。

Mindjet Catalyst は、登録制の Web ホスト サービスとして、重要なワークグルー
プ機能を単一の直感的なインターフェイスにまとめたコラボレーション環境を提
供します。

アイデアを効果的に視覚化、伝達できる、Mindjet マインド マッピング独自の• 
洗練されたインターフェイス
リアルタイムでの柔軟なマップ共同編集機能• 
必要なときにすぐに利用できるオンライン チャットとオプションの Web 会議• 
マップと関連ドキュメントを一元的に保存できる、セキュリティ保護された信• 
頼性の高いワークスペース
電子メール、ブログ、SNS サイトなど、ネットワーク上で共有することで、マップ• 
の利用者を拡大
ソフトウェアのダウンロード、インストール、アップグレード、更新が不要*• 
マップをMicrosoft® Offi  ce®やApple® iWorkへ変換可能• 

主な機能
 
Web ベースのビジュアル マッピング

「マインド マップ」と呼ばれる直感的な図を使用して、
複雑なアイデアや情報を整理、管理、伝達し、共同作業
を行うことができます。画像、ハイパーリンク、添付ファイ
ルなどを追加して、情報の背景、関連、優先度を分かり
やすく表現することもできます。Web ベースのビジュア
ル マッピングなので、 サポートされた Web ブラウザか
らいつでもマインド マップにアクセスできます。  
セキュリティ保護されたオンライン ワークスペース

マップおよび関連ドキュメント ファイルは、Mindjet 
Catalyst のセキュリティ保護されたワークスペースに自
動的に保存されます。チーム内のメンバは、いつでも最
新の情報にアクセスできます。関連ファイルは、必要に応
じて 1 つまたは複数のワークスペースに保存できます。
また、ワークスペースのメンバごとにアクセス許可のレ
ベル (所有者、作成者、または閲覧者のアクセス権) を割
り当てることもできます。

多機能の Web 会議 (オプション)

Mindjet Catalyst 内から直接、Web 会議をスケジュー
ル設定し、開始できます。Web 会議はいくつでも開くこ
とができ、各会議には最大 25 人の参加者を招待でき
ます。Microsoft® Windows® で Adobe Flash 9 が搭
載されている Web ブラウザを使用すれば、参加できる 
Web 会議の数に制限はありません。Mindjet Catalyst 
の Web 会議には、単体のアプリケーションのほか、デス
クトップ共有のフル機能、参加者ごとに表示項目を指定
する機能、ビデオ、VoIP、ファイル転送、セッション記録の
サポートなどが含まれます。これらすべてを、スタンドア
ロンの Web 会議サービスよりもずっと少ないコストで
利用できます。**

(次のページに続く)

*　Web 会議の開催には Windows のソフトウェアのダ
ウンロードが必要になります。

**上記に記載したWeb会議機能はMicrosoft Win-
dowsユーザーの方に限られます。

真のコラボレーション プラットフォーム
で、情報を記録、伝達し、人とアイデアを
視覚的に結び付けます
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その他の機能

共有しているマップの管理• 
PC へのマップのダウンロードおよび他の • 
Mindjet
ユーザーとのマップの共有• 
元のマップからのリンクを維持したままワークス• 
ペース
ファイルを置き換え• 
ショートカット キーによる効率的な操作• 

主な機能 (続き)

マップの共有
アイデアや計画をネットワーク全体で共有できます。マップへのリンクを電子メールで送
信したり、ブログで公開したり、Facebook™、LinkedIn®、または Twitter™ ネットワークで
共有したりできます。閲覧者はそのマップをブラウザで表示し、作成者が許可すればコピ
ーして自由に使用することもできます。

共同編集機能
アイデアの創出、改良、関連情報の追加など、マップの編集作業を複数の人が同時に実
行できます。自分がある部分のアイデアを練り直している間に、他のユーザーは別の部
分に詳細を追加できます。編集作業は、Mindjet Catalyst から行うことも、Mindjet の
デスクトップ ソフトウェアである MindManager® for Windows から行うこともできま
す。Mindjet Catalyst では、すべての作業がリアルタイムで記録されます。

統合されたチャット機能
統合されたオンライン チャット機能を使用して、アカウント内のチーム メンバといつでも
コミュニケーションをとることができます。同僚と 1 対 1 でチャットするほか、Web 会議を
利用すれば複数の参加者とチャットすることもできます。

MindManager との互換性
Mindjet Catalyst で作成したマップは、Mindjet のデスクトップ ソフトウェアで
ある MindManager® for Windows、MindManager for Mac と互換性がありま
す。MindManager for Windowsユーザーの方はCatalystとの統合によってワークスペ
ースを開く、Catalystのサポートにアクセスする、マップやをチェックイン・チェックアウト
する等の機能をお使いいただくことができます。

Mindjet Catalyst の技術要件
オンラインマッピング、ドキュメント保存、共
有、Web会議参加：
下記のサポートされたブラウザを使用する場合
は、Adobe® Flash® Player 9 以上が必要となります。
 - Microsoft® Internet Explorer® 7.0 以上
 - Mozilla® Firefox® 3.0 以上
 - Safari® 4.0 以上

Mindjet Catalyst Web 会議の技術要件
Windows Web会議モデレーター、Mac Web会議
参加者：
- Microsoft Windows 7 (32ビット版、64ビット版
   すべて)
- Microsoft Windows Vista® 32 ビット版 SP2
- Microsoft Windows XP Professional、Home
   または Tablet PC Edition 32 ビット版 SP3
- Apple Mac OSX Leopard、Snow Leopard　

Macを使用してCatalyst Web会議を開催：
VMware® 、Fusion®、 Parallels® による仮想 
Windows 環境

MindManager コネクティビティー：
Mindjet®MindManager®8.2 for Windows 以上
(オプション）
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